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.

.こ
こ
で
輸
出
経
済
と
い
う
の
は
、

.一
種
類
で
な
く
て
も
よ
い
が
、
ご
く
わ
ず 

か
の
種
類
の
輸
出
用
の
第

一

次
生
産
物
の
生
産
が
そ
の
国
の
経
済
の
大
部
分
、
.
 

と
く
に
.こ
.の
よ
う
な
国
で
は
ま
だ
自
給
自
足
的
な
経
済
が
広
汎
に
存
在
じ
て
い 

る
の
で
、
そ
s

Q

交

麗

黧

門

の
主
要
な
活
動
を
形
成
しT
い
る
よ
う
な 

経
^

^
造
を
意
味
す
る
。

具
体
的
に
は
、

こ
の
よ
う
な
輸
出
経
済
を
も
つ
国 

は
.
、

第

ニ

次

大

:1
刖
は
ほ
と
ん
ど
が
植
民
地
で
あ
っ
た
国
で
あ
り
、
通
常
熱
帯 

地
方
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
諸
国
は
一
.九
世
紀
世
界
経
濟
の
な
か
で
、 

植
民
本
国
と
し
て■の
'3
丨
ロ
ッ
パ
•列
強
に
対
し
て
熱
帯
植
民
地
で
あ
り
、
そ
の 

間
の
質
易
は
い
わ
ゆ
る
植
民
地
貿
易
で
あ
っ
た
。
最
近
の
学
界
で
は
、

.
今
日
の
.

経
濟
の
^
！̂
開

と

対

比

し

.，て

ー

九

批

紀

の

貿

易

に

も

分

析

の

光

が

あ

て

ら 

れ

て

：い

る0

)

；
ヌ
ル
ク
セ
は
、
デ
ニ
ス• 
ロ
バ
，
！
ト

ソ

ン

の

、

1

九
世
紀
に
は「

貿 

易
は
成
長」

の
動
力
で
あ
っ
た
、
と
い
う
句
を
借
り
て
、
.貿
易
に
よ
る
経

^
處 

長
め
.動
態
的
波
及
.を
一
.
1
0世

紀

の

世

界

経

済

と

対

比

し

て

一

九

世

紀

の

#

^

と
し
た
。「

新

国(
n
e
w

 c
o
u
n
t
r
i
e
s
)」

は
本
国
工
業
の
要
求
す
る
第
一
次
生
産 

物
を
開
発
す
る
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
本
国
は
資
本
を
新
国
に
提
供
し
、

こ
れ 

に
よ
り
新
国
の
本
国
に
対
す
る
生
産
物
の
.供
給
は
増
加
し
、
本
国
、
新
国
と
も 

に
成
長
し
て
い
づ
た
の
で
あ
る
。
'

し
か
し
こ
の
よ
う
な
新
国
とは
、
.
具
体
的
に 

は
カ
ナ
ダ
、
/ア
ル
ゼ
ン
チ
ン.、

ゥ
ル
ガ
イ
、

南
ア
フ
リ
カ
、

オ.
1

ス
ト
ラ
リ 

ア
、

ニ
ュ
I
ジ
ー
ラ
ン
ド
が
例
に
：攀
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
値
民
政
策
で
い 

う

r

®

_

員
地」

'

 

で
あ
る
。
居
®

民
地
は
白
人
の
居
住
に
適
す
る
地
方
に 

属
し
、
実
際
に
自
人
が
移
住
、
植
民
し
た
地
域
で
あ
る
。

ヌ
ル
ク
セ
も
新
国
を
ヒ 

ル
ゲ
ル
ト(F

o
l
k
e

 K
i
l
g
e
r
d
t
)

の
用
い
た「

最
近
定
着
し
た
地
域̂

e
g
i
o
g

7 

-

2V)

.

o
f

 

r
e
c
e
n
t

 

S
e
t
t
l
e
m
e
n
t
)」

と
い
う
こ
と
ば
で
も
呼
ん
で
い
る
。
わ
鳥
清 

教
授
が
、
-'
-
'
-
一
，九
世
紀
経
済
で
は
工
業
国
対
第
一
次
生
産
国
と
い
5
異
質
国
間
分 

業
、
貿
易
を
員
ず
る
異
質
，国
間
結
合
が
中
核
を
な
し
'た
、
と
論
じ
ら
れ
て
い 

る

ば

あ

，
い

の

第
1
次
生
産
国
も
、
く.お
そ
ら
く
ヌ
ル.ク
セ
の
い
う
新
国
で
あ
ろ 

う
0.
こ

こ

で

の

と

ゥ

あ

げ

て

い

る

輸

出

経

済

は

、
こ
の
よ
う
な
新
国
で 

は
な
，く
'-
1
:、
ヌ
：
ル
ク
セ
教
授
の

「
H

キ
ゾ
チ
，
ッ

ク

諸

国

(exotic'countries)

: 

一
 

S
五
'一〉

輸

出

経

済

の

形

成
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人
外
部
国y coutsi

cb.ers

ど
で
あ
り
广
' 具
体
时
に
は
4»
'
国
> 
ィ
ゾ

熱
帯 

ア
フ
リ
カ
お
よ
び
中
央
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。
.ヌ
ル
ク
.セ
に
ょ
-る
と
、
.
，と

れ

ち

.
の 

国
は
新
居
住
国
と
比
べ
る
と
輸
出
需
要
の
拡
大
、
.資
本
流
入
か
ら
ネ
グ
レ
ク
ト 

.さ
れ
た
。
裏

ア

ジ
.ア
の
，
一
.部

の

ょ

う

に

^

§

に
貿
易
と
：資

本

流

ス

が

活

発

：
一 

だ
っ
た
と
こ
ろ.で
は
、
そ
の
結
果
は
時
に
は

「

ニ
童
経
済」

め
出
現
.と
な
り
、

'ょ
く
開
発
さ
れ
た
輸
出
部
門
と
原
始
的
国
内
経
済
ど
が
並
存
し
た
。
こ
の
ゆ
が

.
 

め
ら
れ
た
発
展
は
、
成
長
が
全
然
お
.こ
ら
な
い
ょ

か

は
た
し
か
に
ま
し
だ
が
、 

そ
の
他
の
進
歩
の
諸
条
件
が
欠
け
て
、
い
，る
ば
あ
い
.に
：は
、
外
国
貿
易

=

投
資 

動
カ
に
制
限
が
あ
る
こ
と
を
示0
:た
：の
で
あ
る
。

こ
の
ょ
う
な「

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
諸
国

」
は

：
「

居

篇

民

地」

に
対
し
て「

熱 

带
植
民
地」

と
ょ
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
地
方
が
白
人
一
の
居
住
.に
適
さ
な 

い
'こ
と
と
と
も
に
、
こ
の
ょ
う
な
植
民
地
：

.の
植
民
本
国
に
と
っ
て
の
意
味
は
、 

原
料
取
得
，
商
品
販
売
と
い
う
初
期
の
ょ
う
^'
%■
の
で
は
な
く
て
、
投
資
市
場.
 

と
し
，て
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
ょ
う
な
意
味
で
、
帝
国
主
義
論
の
主
要
な
対

.
 

.象
と
な
っ
た
地
域
で
あ
る
。
も
っ
と
もヌ
ル
ク
セ
自
身
は
、
帝
国
主
義
論
の
著 

卷
で
あ
る
ホ
ブ
ス
ン
を
批
判
し
て
、
英
国
は
、
貿
易
だ
げ
で
な
く
投
資
も
ま
た 

「

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
諸
国

」

ょ
り
も「

暫

住

地」

の
方
に
ょ
り
多
く
行
な
っ
だ 

事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

 

.

こ
の
二
つ
の
型
の
地
域
を
英
国
に
つ
い
て
い
え
ば
、
い
わ
ゆ
る

「

白
色
自
治
.
 

領」

と
今
日
の「

奮

自

治

領j

で
あ
り
、

一
九
世
紀
の
世
界
経
済
の
な
か
で 

本
国
に
対
し
て
ど
ち
ら
の
関
係
：
^

型
的
で
あ
っ
た
か
.、と
い
う
こ
と
に
な 

る
。
こ
の
議
論
は
、

一
九
世
紀
の
世
界
貿
易
の
グ
ル
I
ピ
ン
ダ
と
シ
工
ア
I
の

U

 

(

ニ 
五
一
：一

)

問

題

：に

直

接

関

係

ぁ

：る
，が

、

.そ

れ

は

と

も

か

く

；と

1>
.て
、
：
囊

(0
本
稿
で
の
対 

象
は
、

ヌ
ル
'>
、
セ

教

授

に

よ

；
つ

て

例

外

と

さ

れ

た

地

域

、

す

な

わ

ち

.エ
ー
キ
ゾ
チ 

>
ク
諸
国
の
；1
'例
と
し
て
©
ビ
ル
：：マ
：
で
あ
'る
。

パ
1)

R
a
g
n
a
T
^
§

k
s
e
; 

P
a
t
t
e
r
n
s

 

o
f

 

T
r
a
d
e
,

 a
n
d

 

D
e
y
e
l
o
p
-

 

m
e
ncf
, 1959, p

p
.

 IS if.

C
2 ) 

i
b
i
d
f

 p
'
15,

,
? 

v小
：島

淸

稿

T

世
界
艇
済
め
新
展
開
ゼ
そ
の
理
論

」

，
国
際
経
済
学
会
編 

~1
世
界
経
済
め
新
展
開

」

一
九
六
一
年
。

:

2 

T
 
'•'

.比
較
優
位
原
理
に
も
と
づ
く
自
由
貿
易
は
、
ニ
国
二
.財
で
考
え
て
、
両
国
の 

消

費

可

能

曲

線

を

正

象

限

に

贫

い

，
て

右

上

に

、ゾ

フ

ト

さ

せ

る

。

し

た

が

つ

て

質 

易
利
益
が
ど
ち
ら•の
国
に
よ
り
多
く
帰
属
す
る
か
と
い
ぅ
麗
は
あ
つ
て
も
、

一：
.IS
'̂
ft
L
国
を
摊
取
す
る.と
.
'い.
5
BJ
-
能
性
は
で
て.AJ

な
い
。
本
国
す
な
わ
ち
帝 

国
主
義
国
が
輸
出
経
済
す
な
わ
ち
植
民
地
を
搾
取
す
る
、
と
い
ぅ
帝
国
主
義
論 

と
は
無
縁
の
理
論
で
あ
る
。
：
し
か
し
最
近
で
は
ミ
ュ
ル
ダ
ー
ル
の

.よ
ぅ
に
、
向 

由
市
場
の
メ
ヵ
ニ
ズ
ム
に
放
置
し
て
お
く
と
、
先
進
国
と
低
_

国
と
の
間
の 

'不
平
等
は
ま
す
ま
す
強
く
な
つ
て
ゆ
く
と
し
て
、
自
由
貿
易
論
に
批
判
の
矢
を 

向
け
る
学
者
も
現
わ
れ
て
き
た
。
ヒ
ッ
ク
ス
も
ま
た
資
本
賦
存
量
の
差
が
先
進 

国
と
低
開
発
|1
尚
の
よ
ぅ
に
、.
二
国
間
で
..大

き

い

と

き

は

生

産

要

素

^
;
^
が
一 

致
し
な
い
と
い
う
理
論
的
根
拠
を
も
つ
て
、
自
由
質
^
下
で
も
貿
J ,
だ
け
に
よ

ふ
；を
等
化
は
非
常
に
敗
く
：
^
な
い
と
し
て
い'る)

。
か
れ
は
ィ
ン
ド
と
要
国
の
佩 

を
あ
げ
、
自
由
貿
易
は
貧
国
に
つ
ね
に
有
利
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
単
純
な
ル 

丨ルではけっしてないことを指摘しているのである。

、

 

輸
出
経
済
は
一
九
世
紀が

ら
一
ー
〇
世
紀
に
か
け
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る 

が
、
成
立
し
て
か
ら
の
国
際
分
業
の
型
で
は
な
く
で
、
な
ぜ
成
立
し
た
か
と
い 

う
理
論
的
纯
明
は
、
リ
ヵ
ア
ド
的
な
古
典
的
比
較
優
位
原
理
で
も
、

へ
ク
シ
ャ 

丨=

オ
リー

ン
流
の
生
産
要
素
賦
存
の
理
論
で
も
不
適
切
で
は
な
い
か
、
：
と
い 

う
疑
問
が
本
稿
の
出
発
点
で
あ
る
。

第
一
に
、
成
立
の
過
程
は
長
期
的
な
も
の
で
あ
っ
て
■

■
M

m
で
は
取
り
扱 

う
こ
と
が
で
き
な
い
。
と
く
に
比
較
優
位
理
論
で
は
各
国
の
生
産
要
素
賦
存
量 

を
与
え
ら
れ
た
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
輸
出
経
済
の
成
立 

に
は
、
坐
産
要
素
のi

の
増
加
が
重
要
な
要
因
で
あ
る。'

，第
二
に
、
比
較
優
位
理
論
は
、
ニ
国
ニ
財
で
考
え
て
、
ニ
財
と
も
両
国
で
生 

産
可
能
で
あ
る
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
本
国
と
：輸
出
経
済 

と
の
関
係
で
は
、

一'..
国
で
生
産
可
能
な
財
を
、
他
国
で
生
産
し
よ
う
と
す
る
と 

い
ち
じ
る
し
く
高
費
用
に
な
る
、
と
い
う
よ
り
物
理
的
に
生
産
で
き
な
い
、
ま 

た
は
同
質
の
も
の
は
生
産
で
き
な
い
と
考
え
た
方
が
よ
い
。

第
.三
に
、
輸
出
経
済
の
成
立
に
は
完
全
雇
用
を
前
提
に
で
き
.な
い
。 

こ
の
よ
う
な
困
難
を
考
慮
し
て
、
ビ
ル
マ
の
米
輸
出
経
済
の
敗
立
の
過
程
を 

た
ど
っ
て
み
よ
う
。
た
だ
し
歴
史
的
な
叙
述
，は
さ
け
て
、
必
要
な
か
ぎ

.り
簡
単 

に
資
料
を
与
え
て
ゆ
く
こ
と-に
す
る
。

‘

.

.

.
輸
出
経
済
.め
形
成

(

1)
a
u
r
m
a
r

 

M
y
r
ol
-
a
i '
は oo

n
o
m
i
c

 T
'
h
e
o
r
y a

n
d

 U
n
d
e
r
-
d
e
v
e
l
o

 

空
 

e
d

w
g'Q
.
c
n
s
,

 

1957, 

C
h
.
11.

(

2) 

J. 

R. 

H
i
c
k
s

 j 

E
s
s
a
y
s

 i
n

 W
o
r
l
d

 
E
c
o
n
o
m
i
c
s
,

 

1959, 

pp. 

l
o>
6
l=
t
}
.

 

&

 s
u
p
p
l
e
m
t
a
r
y

^
a
0 

0
.

(

3
>
.
ビ
ル
マ
の
貿
易
構
造
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
の
資
料
は
拙
槁

「

ビ
ル
マ 

の
貿
易
構
造
の
特
質
と
変
化

」

ァ
ジ
ァ
経
済
研
究
所

r

ビ
ル
マ
の
経
済
開
発 

と
実
.績
の
検
討」

c

仮
題)

，'
未
刊
、
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

一
九
三
五
年
か
ら
三
七
年
ま
で
の
三
力
年
の
年
平
均
の
ビ
ル
マ
の
商
品
輸
出 

総
額
中
、
主
要
商
品.の
占
め
る
比
率
が
第1
表
で
あ
る
。
第
一
位
の
米
が
半
額 

近
く
を
し
め
、
第
二
位
の
右
油
と
合
計
す
る
と
、
こ
の
一
一
商
品
で
総
輸
出
額
の 

六
四
パー

セ
ン
ト
を
し
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
九
三
〇
年
代
に
は
、
ビ
ル

マ
は
す
で
に
米
と
石
油
に
関
す

表主宴商品輸出比率
(1935〜37年平均:

%nn商

0 

0 

5 

5 

5 

o 

o 

'

M

43
'
21
7
. 

4 

4 

3 

2

-

65
6

.る
典
型
的
な
輸
出
経
済
を
確
立

米

-

油

材

a

塊 

お

.

'
蠟

"石
.木

 ̂
0

ステ

花

タン

棉

パ

出所）「南方年鑑」昭和18年版，

し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き 

る
。
本
稿
で
は
石
油
の
問
題 

は
、
そ
れ
が
米
に
比
べ
て
は
比 

率
が
大
分
小
さ
い
，
.こ
と
、
第
二 

次
大
戦
後
は
石
油
輸
出
は
凋
落 

し
て
い
る
こ
と
、
の
二
つ
の
理 

由
に
.ょ

り

除

外

し

、
，米

だ

け

を 

取
り
扱
ぅ
こ
と
に
す
る0
.

三

.
<
1
1

五
三)

I
t

I

fi
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• 年 . . 数 ‘量 .年 数 量 年 数 量  
(精米建？） '

1885/86 1,363 1905/06 2,899 1922 2,685.369

1886/87 1,432 1906/07 2,137 1923 2,357.014

1887/88 1,248 1907/08 3,090 1924 2,522.197

1888/89 1,343 1908/09 . 3,338 1925 3,406.148

1889/90 1,706 1909/10 3,353 1926 2,898.278

.1890/91 1,649 . 1910/11 3,101 1927 3,216.128

1891/92 1,689 1911/12 3,145 1928 2,959.477

1892/93 1,825 1912/13 ; 3 , 7 6 4 1929 2;940,822

1893/94 1,782 1913/14 8,482 1930 3,431.063

1894/95 1,700 . 1914/15 3,110 1931 : 3,530-112

1895/96 1,748 1915/16 3,131 1932 3,035.296

1896/97 2,135 1916/17 2,703 1983 3,295.885

1897/98 2,311 1917/18 3,303 1934 3,779.116

• 1898/99 2,025 . 1918/19 3,347 1935 3,202.530

1899/00 2,548 1919/20 2,666 1936 3,130.693

1900/01 2,501 1920/21 3,161 1937 3,194.336

1901/02 2,843 1921/22 3,465

1902/08 2,540 . !

1903/04 2,940

1904/05 2,805

( 出所 )-..:J. S. F u r n iv a ll; A n Introduction to  th e  P olitical Ecoiioriiy of  

Burm a, 3 rd  ed., 1957, p. 248.

(矢内原 f主） 1 9 2 2 / 2 3 以降は上記第三販にはないが，1931年 版 の 邦 訳 「緬甸の経済」.

(東亜究所訳 ) にあるので，そこからとった。この邦訳呤底本はみる 
• ことができながった。なお，数値め相異から1931 年販は精米建であろ 

うと推測される。

第 4 表 ビ ル マ の 米 輸 出 量 ， 1885/86〜1921/22

(靱 建 ；1 0 0 0トン） （精 米 建 ？1 0 0 0トン）

輸
出
経
済
の
形
成

一

夂

ー

一

九

年

経

释

恐

慌

に

よ

'

f

て
米
値
は
暴
落 

し
た
。
輸
出
価
格
は
一
九
三
四
年
四
月
に
最
低 

に
達
し
、
そ
の
価
格
は
一
れ一
一九
年
水
準
の
わ

,•
 

C
2

)

ず
か
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
つ
た
。
米
の
輸
出

曩
の
推
移
は
第
4
表
に
み
ら
れ
る
。
輸
出
量
も

一
八
八
五
/
八
六
$

以
,
力
体
上
昇
の
傾
向

を
た
ど
っ
た
が
、.
一.九 

一
一
一
/
,
一

 

三

_

©.
'

三

七
六
万
西
〇
〇
〇
ト
ン
を
頂
点
と
し
て
そ
の
後

は
低
下
し
て
い
%

こ
の
原
因
は
第
一
次
世
界

大
戦
に
求
め
ら
れ
る
。
■そ
の
後
は
年
に
よ
り
変

動
’し
て
い
る
が
徐
々
，に
輸
出
量
は
恢
復
し
、

一

九
三
四
年
.

(

一
九
三
三
\
三
四
年
度
.

)

に
は
三

七
七
万
九
〇
0

0
ト
ン
.(

精
米
建
？〕

の
最
高

■記

録

に

達

し

た

。

な

お

輸

出

価

格

は

.
一
九
三
九

年

-一

月

に

ー

〇

〇

パ

ス

ヶ

ッ

ト

あ

た

り

一

八

五

ル
ピ
ー
に
上
昇
し
、
同
年
十
月
に
は
ニ
七
五
ル 

?
>

ピ
ー
.に
達
し
た
。

:
ス

こ
の
よ
ぅ
に
、
ビ
ル
マ
米
の
作
付
面
積
と
輸 

出
価
格
と
輸
出
量
と
の
間
に
は
順
相
関
関
係
の 

存
在
す
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
。

一
般
に
、
ビ 

ル
マ
のr

輸
出
可
能
余
剰
米」

と
い
ぅ
こ
と
ば 

が
し
ば
し
ば
使
用
さ
れ
、
そ
の
量
が
■

さ
れ

五

(

ニ
五
五)

I

j

'̂
.
v
u
i
s
^
f
v
s
r

/-

第 3 表 ラ ン グ ー ン 港

( 出所） Ji R. Andrus • Burm ese Econom ic 

L ife , 1958, p. 43.

第 2 表 米 作 付 面 橫 の 増 加 （エー力_ )

.下ビルマ 上ゼルマン 合 ..'言卜.

1830 66,000 66,000

1835 235,000 ■ ； - ■ • 235,000

1845 354,000 1886年以前 354,000

1855 993,000 は記録がな 993,000

1860 1,333,000 . い . ノ 1,338,000

1865 1,437,000 1,437,000

1870 1,735,000 1,735,000

1875 2,379,000 2,379,000

1880 3,102,000 3,102,000

1885 3,700,000 3,700,000

1890 4,398,000 1,357,000 5.755,000

1895 5,007,000 1,500,000 6,507,000

1900 6,578,000 1,972,000 8,550,000

1905 7,222,000 2,057,000 9,279,000

1910 7,808,000 2,142,000 9,950,000

1915 8,285,000 2,119,000 10,404,000

1920 8,588,000 1,751,000 10,339,000

1925 9,318,000 2,240,000 11,558,000

1930 9,911,000 2,459,000 12,370,000

1935 9,702,371 2,307,346 12,009,717
.粗米価格の推移

( 1 0 0 バ ス ケ ヅ ト あ ’た り ル ピ ー ）

年 価 格

1855 45

65 50

75 65

90 95

1900 95

10 110

15 120

20 180

25 195

30 130

1 バス .ケ..ット= 4 6 ポンド 

•(出所）南方経済資源総覧第 7 卷 

「ビルマの経済資源」*77頁。
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で
の
英
国
に
対
す
る
ア
メ
リ
力
の
力
P
ラ

ィ

ナ

^
:
か

ら

の

米 

の

を

断

ち

、
そ
れ
に
よ
フ
て
英
国
の
精
米
業
者
は
代
替
供 

.給
市
場
を
ビ
ル
マ
に
求
め
る
こ
と
に
な
つ
た
。
す
な
わ
ち
、

ス 

U
エ
ズ
蓮
河
開
通
は
、
そ
の
後
の
交
通
手
段
の
発
達
と
と
も
に
蓮 

賃
を
低
下
さ
せ
、
ビ
ル
マ■米

に

と*?
て

海

外

市

場

へ

の

接

近

を 

容
易
に
し
、
南
北
戦
争
は
ビ
ル
マ
米
に
対
す
る
海
外
■
#
を
飛 

.躍
的
に
強
め
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

ビ
ル
マ
は
地
勢
上
、
上
ビ
ル
マ
と
下
ビ
ル
マ
に
一
一
分
さ
れ
る 

が
、
米
作
地
帯
は
大
体
下
ビ
ル
マ
で
あ
る
。

第
2
表
は
ビ
ル 

マ
の
米
の
作
付
面
積
の
増
加
趨
勢
で
あ
る
。
み
ら
れ
る
よ
ぅ 

に
、
：
米
作
付
面
積
は
一
八
三.〇
年
以
降
増
加
を
つ
づ
け
、

一
九 

三
〇
年
で
大
体
頭
打
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
^
し
て
親
米 

の
価
格
の
推
篇
を
第3
表
で
み
る
と
、j

八
五
五
申
よ
り(

一

!

0

A
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卷
頁
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〇
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灘

賴
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ぃ
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ぁ
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—
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p

っ
た
と
ぃ

t
g

マ
.
ゎ
れ
る)

18
5

5
65
75
90
19
0

0
10
15
20
25
30

ド
南
ウ
価
格
は
順

1.
即

.

調
に
上
昇 

•c
m

'L
た
が
、

こ
の
よ
ぅ
丸
米
輸
出
経
済
は
、
ビ
ル
マ
の
天
候
、
土
垮
水
な
ど
の
自
然
的 

条
件
が
米
栽
培
に
適
し
て
い
る
の
で
、
ビ
ル
マ
は
米
生
産
に
比
較
優
位
を
も
つ
、 

あ
る
い
は
米
が_

w
で
必
要
な
量
以
上
に
生
産
さ
れ
る
の
で
、
国
内
消
費
を
上 

廻
る
余
剰
を
輸
出
し
て
い
る
と
み
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
.一
九
三
〇
年
よ 

り

一
〇
0
年
前
に
は
ビ
ル
マ
貿
為
と'い
え
ば
、
ィ
ン
ド
か
ら
米
と
交
換
に
綿
製 

品
が
輸
入
さ
れ
て
い
た
ぐ
ら
い
の
も
の
で
、
そ
の
貿
易
は
わ
ず
か
で
あ

-?
.た
。 

ビ
ル
.
.マ
の
海
外
貿
易
の
伸
長
に
は
、

,一

八
六
九
年
の
ス
エ
ズ
蓮
河
開
通
と
一
八 

六
一〜

i

ハ
五
年
の
ァ
メ
リ
ヵ
の
南
北
戦
争
が
創
と
な
っ
た
。
前
者
は
ビ
ル
マ 

;>
ヨ
l
vt
a
ッ
パ
と
の
嘴
為
潞
を
ー
ー

.0
0

'-
0
マ
ィ
ル
短
縮
し
た
。
後
考
は
、
.そ
れ



C
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て
ぃ
る
。
F
.
B
•
リ
ー
チ
は
、

一
九
三
七
年
に
、
ビ
ル
マ
の
米
作
付
商
積
を

j 

:
ヒ
.五
〇
万
へ
ク
タ
:'■
'
ル
、
本
の
生
産
'*
は
^

^
七
〇
0〜

七

五

〇

万

：ト

ン
、

< 

'
ロ

は
.
1
:四0
〇

万

轉

収

獲

：の

呀

〜

五

バ—

：セ
#
ト

は

播

衝̂

れ
ば
な
-l
b
な
セ
と
し
て
、.ビ
ル
々
.を

状

態

に

お

い

た

；
5
え
で
輸
出
可 

艰

な

米

の

量

は

、
、
精

米

建

最

低

ニ

.0
〇
万
ト
ン
：、
豊
作
$

三
五
〇
万
ト
ン
と 

{し
た
0
こ
の
ょ
.ぅ
.な
考
え
方
.に
接
す
る
と
、
ビ̂
ル
マ
の
米
の
輸
出
*

は
米

の
生
塵
か
ら
国
_

_

を

差

別

い

た

繁

：で

あ

る

.ょ

ぅ

.に

み

え

る

。

:;
'

ー
嗜 

の
.簾

を

-®
っ
て
そ
と
だ
け
を
観
察
す
れ
ば
、
た
し
が
に
輸
出
量
は
残
金
に
ち 

が
.い
な
：い
。

し
か
し
、

作
付
面
積
、
輸
出
価
格
、

輸
出
量
の
動
向
：の

順
相
関
. 

と
、
輸
出
量
と'生
®

^
の

飛

の

1
^

、
ハ
蓮
賢
の
嵌
下
す
な
わ
ち
市
：
 

場
の
靈
お
泰
海
外
需
要
の
增
姐
で.あ

っ

た

と

と

を

考

え

あ

わ

せ

：る
一
と
、
論

'.
.
 

理
の
順
序
は
逆
で
あ
る
こ
と.が
わ
が
る
。
す
な
わ
ち
海
外
需
要
の増
大
が
輸
出 

，

の

騰

貴

と

な

り

、

こ

れ

が

生

産

拡

張

の

I

と
な
っ
て
生
産
量
が
増
加
し 

た
の
で
ぁ
る
。_米
の
輸
£

特

化

し

た

'ビ

ル

マ

経

済

の

成

立

'の

基

农

的

要

因
.は
，
 

海
外
市
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植
民
本
国
の
要
請
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よ
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で
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っ
た
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頁
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,

 . 1942, 

d
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本
外
政
協
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平
徉
間
題
調
査
部
訳-1
現
代
ビ
ル
マ
の
全
貌

」

一
九
四
三
、 

r

五
、四
頁
。

.
-

(

3) 

I

.

.や
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ーー̂

日

ニ
^

^
産
米
事
情
及
び
緬
甸
米
輸
坩
状
況

」

：
四
九
丨
五
〇
頁
。

:

4
' 

:
:
'

.
沐
特
化
办
輸
出
経
済
の
成
立
の
莲
本
的
要
因
は
海
外
市
場
で
あ
っ
た
と
し
て 

も

ク

物

理

的

に

な

ぜ

米

生

産

が

急

速

に

拡

張

し

た

.か

を

理

論

的

に

説

明

す

る

こ 

-
と
が
ま
だ
满
ぞ
れ
た
問
題
で
あ
る。
：

:

:
 

」

/

:

ま

ず

生

産

要

素

と

し

.て
土
地
と
^

働

力

の

ニ

づ

を

仮

定

す

る

。

そ

し

て

貿

易 

開
始
前
の.こ

れ

ら

：
一

.

j

生
産
要
素
の
.賦
存
量
を
検
討
し
て
み
ょ
ぅ

o

.土
地
ヒ
づ
い
て
は
、
未
利
用.の
土
地
が
豊
富
に
存
夜
し
て
い
た
。
英
国
が
下 

ビ

ル

.
マ

を

領

有

し

た

最

-̂

の
| j 
◦
年
間
は
米
の
作
付
丽
積
の
増
加
は
緩
慢
で
あ 

っ
た
が
、

ス

エ

ズ

蓮

河

開

通

以

後

は

急

激

に

増

加

し

た

。
'
し

か

も

英

国

政

府

は 

初
期
に
は
：耕
地
拡
張
奨
励
政
策
を
と
っ
.た
が
■あ
ま
り
虎
功
し
な
か
っ
た
の
で
あ 

る
.が
、
：運
河
開
通
後
觀
価
の
騰
貴
に
ょ
っ
て
生
産
が
製
さ
れ
、
も
は
や
政
府 

の
奨

励

：を
；あ

え

；て

必

要

と

し

な

ぐ

な

ハ

^

も

ち

ろ
ん
こ
の
未
利
用
の
土
地
尤 

そ
の
.生
座
物
の
栽
培.に
^

！の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
.未
利
用
の
土
地 

の
存
往
と
そ
の
土
地
が
特
宏
生
産
物
に®

^
と
い
ぅ
点
で
は
、
ビ
ル
マ
の
米
输 

出
経
済
の
成
立
は
典
型
的
で
あ.る
0
.と
，れ
は
、
た
ど
え
ば
蒙
邦
関
係
西
ア
フ 

リ
カ
諸
国(

ガ
一
ナ
と
ナ
ィ
ジ
ェ
リ
ア

)

の
コ
コ
ア
生
産
と
ま
っ
た
く
司
じ
で 

あ
る
。n .
コ
ア
生
産
の
ば
あ
い
に
も
、
生
産
拡
張
は
ブ
ッ
シ
ュ
を
切
り
開
く
と 

い
う
労
'#
は
必
要
と
す
'る
が
、
未
開
拓
の
土
地
は
臺
富
に
存
在
す
る
。

調 / 碁  

年 : 々 度

移 入 帰 . . : . . 国 、 残 留

1 9 1 0 3 3 0 , 1 7 0 2 9 8 , 6 1 3 3 1 , 5 ^ 7

1 5 3 3 8 , 8 9 0 2 4 9 , 0 7 6 8 9 , 8 1 4

2 0 3 4 1 , 1 8 0 2 4 7 , 9 8 5 9 3 , 1 9 5

2 5 3 7 2 , 7 3 8 3 5 0 , 9 8 4 2 1 , 7 4 9

' 3 0 3 6 8 , 5 9 0 3 9 9 , 2 7 6 . ——

3 5 2 7 3 , 8 4 1 2 3 4 , 2 4 6 8 9 , 3 0 6

3 6 2 4 5 , 5 8 6 2 2 1 , 6 6 6 2 3 , 9 2 0

3 7 2 4 4 , 6 4 3 2 8 2 , 3 6 2 1 2 , 2 8 1

3 8 1 6 5 , 9 6 8 2 3 5 , 1 4 9 ~ 圓

の
騰
貴
と
な
-?
て
現
わ
れ
、

こ
れ
に
反
応
し
て
イ
ン
ド
人
は
補
助
金
な
し
に
ビ 

ル
"マ
に
移
入
し
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
移
入
労
働
力
に
よ
っ
て
米 

の
生
産
を
行
な
う
こ
と
がnr
®
と
な
っ
.た
の
は
、
ビ
ル
マ
の
米
作
が
家
族
的
労 

働
を
中
心
A
J
Uて
行
な
う
自
営
農
業
す
な
わ
ち
西
ア

N

リ
.ガ
の
コ
コ
ア
生
産
の 

よ
う
な
形
態
か
ら
、
雇
用
赞
働
力
を
基
盤
と
す
る
贬
態
に
移
行
し
た
か
ら
で
あ 

-

t

oフ
ァ
I 
ニ
ヴ
ァ
ル
は
ピ
ル
マ
農
業
を
、
大
量
生
産
と
分
業
を
特
徴
と
す 

る
意
味
で
工
業
的
農
業
へ

(industrial 

a
g
r
i
c
u
l
t
u
r
e
)
、

で
あ
る
と
し
て
い 

y

イ
ン
.ド
か
ら
の
^

®

は̂
そ
の
季
節
的
需
要
の
性
質
上
、
ビ
ル
マ
に
定
住 

す
る
者
は
少
な
か' っ
た
が
そ
れ
で
も
残
留
し
た
者
も
あ
る
。
，第
5
表
は
イ
ン
ド 

人
の
ビ
ル
マ
へ
の
移
出
入
者
数
で
あ
る
。

.

こ
の
よ
う
に
、：
土
地
、
労
働
力
：と
も
に
追
加
的
に
投
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

産
出
量
の
増
大
が

第 5 表 イ ン ド 人のビルマへの 

, .移 出 A 养 数 ， 1 9 1 0 〜 1 9 3 8

5 5 頁 c

出 所 ） 南 方 経 済 資 渾 総 覧 第 7 巻 「 ビ ル  

マ の 経 済 資 源 」

.達
成
さ
れ
た
と
い 

ぅ
点
は
、
西
ァ
フ

リ
カ
の
コn

ア
と 

ビ
ル
マ
の
米
と
は 

共
通
し
て
い
る
。 

た
だ
し
ビ
ル
マの 

ば
あ
い
.は
労
働
力 

は
外
国(

あ
る
時

期
に
は
ビ
ル
マ
は.
 

ィ
ン
ド
に
■併
合
さ

y
lf-
r
•髮-

つ
 

t

r

^

r

w上.
v
v
c-
fe
^
^
^
l
x
,
^
i
a
:
.

l-
:
-̂

マ.
々
.；
；
ジ
ド
ノ

-
.̂-
.'
-
-
6

第
二
の
生
産
要
素
で
あ
る
労
働
に
つ
い
て
は
、
ビ
ル
マ
の
米
と
西
ア
フ
リ
カ 

の
コ
コ
ア
で
は
根
本
的
な
相
異
が
あ
る
。
西
ア
フ
リ
カ
の
コ
コ
ア
生
産
の
ば
あ 

い
に
は
、
生
産
は
個
々
の
農
家
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
プ
ラ
ン
テ
；
ゾ
ョ
ン
に 

よ

っ

た

も

の

で

は

ア

フ

リ

-カ
農
民
の
習
慣
と
し
て
自
家
消
費
用
の
作
物 

.の
g

は
主
と
し
て
、
妻
が
担
当
す
る
。
そ
こ
で
コ
コ
ア
生
産
を
開
始
す
る
た 

め
に
力
.カ
オ
樹
を
植
樹
す
る
た
め
の
労
働
は
、
夫
と
そ
の
兄
弟
な
ど
の
®
力
に 

• 

よ
っ
て
、
自
家i

用
作
物
栽
培
に
必
要
な
労
働
力
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く 

行
な
う
こ
と
が
で
き
た
。

一
度
農
園'が
作
ら
れ
、植
樹
さ
れ
た
後
は
、
も
と
も
と 

力
力
オ
樹
の
栽
培
は
肥
料
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
な
く
、
米
に
比
較
す
れ
ば
必 

要
労
働
は
著
し
く
少
な
く
て’す
む
。
年
一
靣
の
収
獲
期
に
は.家
族
を
動
員
ず
る
。

こ
れ
に
反
し
て
米
の
栽
培
は
つ
ね
に
労
働
力
を
必
要
と
す
る
う
え
に
田
植 

期
、
収
獲
期
に
は.と
く
に
多
量
の
労
働
力
を
必
要
と
す
る
。
初
期
に
は
ビ
ル
マ 

農
民
が
新
し
い
土
地
を
耕
作
し.た
が
、
家
族
労
働
が
完
全
雇
用
点
に
到
達
し
た 

.
後

、

あ

る

い

は

そ

の

地

方

の

利

用

可

能

な

労

働

力

が

完

全

雇

用

点

.に

後
に
は
、
移
入
労
働
力
を
必
要
と
す
る
よ
う
に
な
る
。
収
穫
期
と
精
米
作
業
に

.

.

. 

は
と
く
に
移
入
货
働
に
対
す
る
需
要
が
強
い
。

一
八
六
〇
年
辑
ま
で
は
こ
の
よ 

,う
な
労
働
力
の
供
給
源
は
上
ビ
ル
マ
で
あ
：っ
た
。

一
八
七

0

年
代
の
米
価
の
騰 

貴
は
上
ビ
ル
マ
か
ら
の
を
さ
ら
に
増
加
さ
せ
た
。
し
か
し
米
作
は
作
業
の

.
 

季
節
性
が
激
し
く
、
必
要
な
時
.に
大
量
の
労
働
力
を
獲
得
す
る
こ
と
が
と
く
に 

必
要
で
あ
り
、
こ.の

要

求

を

み

た

し

た

も

の

は

隣

国

ィ

ン

ド

.か

ら

の

移

入

民

で 

，
あ
っ
た
。
初
期
で
は
土
地
と
同
じ
よ
う
に
、ィ
ン
ド
.か
ら
の
移
入
民
に
は
政
府
が 

-

:補
助
を
与
え
た
が
、
輸
出
生
産
の
拡
張
と
と
も
に
そ
れ
は
ビ
ル
.マ
の
労
働
賃
金

■

V'
輪
出
経
済
の
來
成

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

-



と
米
と
の
重
大
な
湘
異
点
は
、

コ.コ
.ァ
が
雜
に
輸
出
用
の
商
品
で
あ
り
、
国 

.内
消
費
量
が
ゼ
P
で
あ
る
の
.に
反
し
て
、
米
は
輸
出
用
で
あ
る
と
同
時
に
国
内 

用

、

そ

れ

も

、
王

食

で

あ

る

点

で

あ

る

。

い

ま

簡

単̂
-の
た

め
に
，国

内

用

米

.と
輸 

出
用
米
と
の
質
が
同
一.で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
第
：
1
図
の
よ
ぅ
に
、'縱
_
ヒ
0 

A
に
国
内
用
米
の
生
産
可
能
量
を
と
り
、
横
軸
上
o
. 

Eに
輸
出
1
米
の
生
産
可 

能
量
を
と
る
。
仮
定
に
よ
りo 

A

N 03
で
あ
る
。
線
分
<
丑
は
輸
出
用
米
と 

_
權
費
用
米
と
の
生
産
可
能
曲
線.で
あ
る
。
貿
易
開
始
前
の
生
産
竞
如
はA 

とI

致
す
る
と
す
れ
ば
、
貿
易
開
鏡
は
土
地
と
労
働
力
の
追
加
に
よ
り
、
生 

産
可
能
曲
線
は
右
上
にシ

フ

トし
が
攻
と
な
る0

国

^
;
^
費

量

は

不

変

と

す

れ
 

ば
生
産
点
は
认
に
移
動
し
、
.
0
0量
の
輸
出
が
可
能
で
あ
る
。
あ
る.い
：は
、
本
来 

の
生
産
可
能
：̂
^
を
ル
逆
と
し
、.貿
晶
開
始
前
の
生
産
点1<
0
で

は

不

完

全

雇

用
 

て
あ
る
と
解
釈
し
て
も
よ
い
。

■
八

o
ニ
五
八)

L

■
，
技術に

つ

い

て

は

、

労

働

力

入

手

が

I

な

ば

あ

い

.
に

は

労

動

節

約

的
 

.
機
械
の
導
久
、が
考
慮
さ
れ
る.で
あ
ろ
う
が
、
低
廉
な
労
働
力
の
追
加
が
容 

‘V
,

易
な
ば
あ
い
.に
は
、-，伝
統
的
技
術
の
ま
ま
で
生
産
が
行
な
わ
れ
る
。
ビ

ル 

■-
マ
農
業
は
、
全
体
と
し
て
は
や
は
り
伝
統
を
莲
礎
と
し
、
自
然
律
に
適
応 

.
す
る
と
い
う
農
業
形
態
に
停
滞
し
っ
、
Iっ
け
て
い
る
と
言̂

^
。
第
2
因
の 

よ
う
に
、
縦
軸
に
産
出
高0 

0、
横
軸
に
労
働
力O 

Lを
'と
り
、
貿
易
開 

.

始
期
の
技
術
に
よ
る̂,
働
生
産
性
を
o
. 

Aで
表
現
す
れ
ば
、
鹿
出
高
の
増 

-

大
は
づ
ね
に
o

^
上
を
動
き
、よ
り
高
い
、
た
と
え
ば.
0
Bに
シ
フ
ト
す
る 

,

こ
と
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
下
ビ
ル
マ
♦
デ
ル
タ
也
帯
，

.

で
は
、

一
八
八0

\
<

一
年
以
降
し
ば
し
ば
治
水
、
土$

業
が
行
な
わ
れ
、

.

こ
れ
ら
が
総
生
産
量
の
増
大
に
寄
与
し
た
こ
と
ば
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
こ 

れ
ら
は
生
産
要
素
賦
存
量.の
増
大
を
意
味
し
、
米
生
産
の
労
働
坐産
性
の
向 

上
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
。

(

1
>
:溝
ロ
、.前
掲
書
六
五〜

六
頁
。

'.

.

(

2)

.
拙

搞「

西
ア
フ
リ
カ
.
マ
I
ヶ
ッ
テ
ィ
ン
グ
.
ボー

ド
下
の
コ
コ
ア
賈

付
機
構
の
研
究」

慶
.忠
義
塾
経
済
学
会
年
報1
、
一
九
五
八
、
第1

章
參
照
。 

'(

3)

コ
コ
ァ
農
民
の'生
産
構
造
は
地
域
に
よ
り
、
種
族
に
よ
り
多
様
で
あ
る 

し
、
時
代
に
よ.り
変
動
し
て
'い
る
。
新
し
く
農
園
を
建
設
す
る
ば
あ
い
で
も
、 

あ
る
い
は
収
獲
期.で
も
雇
用
..嘴
働
を
使
用
し
な
い
と
は
か
ぎ
ら.な
い
。
rr
ft 

園
建
設
の
際
に
は
雇
用
契
約
に
も.と
づ
い
て
労
働
者
を
：雇
用
す
る
ば
あ
い
も 

あ
る
し
、
.建
設
さ
れ
た
農
園
の
三
分
の

r

を
建
設
し
た
労
働
者
に
贈
る
ば
あ

第 6 表 ビ ル マ 米 （钗付および脱穀）輸出 

(1933/34〜1935/36, 3 々年平均）

数量（トン) % 価 領 (1P万
ルビ—）/ ' %

イ ン ド 向  

その他外国向

1,912,074

1,381,239

58

42

12,08,21

8,47.41

59

合 計 3,293,313 100 20,55.62 100

(出所） Christian; Modern Burma,
. Appendix I ，B, p. 344 より作製， 

邦訳4(52頁。

あ
る
か
ら
、'約
半
々
.で
あ
る
。.
.イ
ン
：ド
が
、、匕
.ル
マ
米
の
輸
出
相
手
国
と
し
て
最 

大
で
あ
る
の
は
言
ぅ
ま
で
も
な
い
、が
、
そ
の
他
の
国
々
を
無
視
す
る
こ
と
は
で 

.

J

59
41
0 0
.

■:
き
な
い
。
第
表
に
ビ
ル
マ
米
の
輸 

■細
.
y

:

21
l

—

41
i

—

,

v |

出
相
手
国
の
詳
細
が
あ
る
。
大
体
に 

)f

年
(1
0

.
-)
;

,q
8

,
47

y
 

g

vm a
H7
.

.

お
い
てm

 

丨
、ロ
 

ッ
パ
向
と
ア
ジ
ア
向

1

3*
'g

ピ

1

2

 |

ょ

',
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
実
際 

/J
J

6
.
.価
ル
!
 

I_
_ 

1
44

S

5/
3

%

58
42
00
' 

m
.3
に
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
向
の
米
と
ア
ジ
ア 

作

19
><
)
.
. 

 ̂

1

^

1

Mo
d
.
B
，
.

.

.

向
の
米
と
は
品
質
が
ち
が
い
ノ
ヨ
ー.

米

93
8

/
» (
19
,
13
，

32
’

ti
a
ix
M O
さ
ら
に
相
手
国
の
輸
入
需
要
の
弾
力 

ル
c

、

i

向

，

訃

J

61
1
46
■
性
を
考
慮
す
る
と
き
は
、
米
主
食
国 

ビ 

ド

細

G

S

で
あ
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
、
む
し
ろ
デ 

 ̂

| 

.

ン

他

.

所 

ザ
—
ト
と
し
て
米
を
食
ベ
る
ヨ
ー
ロ 

第

■

ィ

そ

合

.
く

‘

ッ
パ
諸
国
と
は
当
然
®

し
な
け
れ

:向地 
) 0 ン)

量

第 7 表ビルマ米仕 
(1939年 1 月〜6 月:

数地向仕
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陸
国
力
島
力

.び港：

V

国
地
ド
ア
本
ド
ィ

大 

0

ょ
諸
乏
ノ
リ 

パ
王
リ
パ
-リ
お
海
ロ
民

ソ

ラ

ン.ベ

•/
ト

紅

植

ィ

.
ト

ロ合.
：メ

.

.
ン

フ.プ
'

 

イ
.

頁
'
ス

.
■
イ

ゾ

1

;

イ

ジ

.

眵

资

一

 

ヨ
連
ア
西
ア
エ

.

セ
中
海
：蘭
オ
日
南
ボ

,3'合言f*(その他も含む)

出所） Christian ; Mo
dern Burma, p. 115. 

邦訳，1 5 7頁。

九

(

ニ

五

九

)

い
も
あ
る
°
ま
た
、
収
獲
物
の
三
分
の
一
が
地
主
に
、
三
分
の
一
.が
農
民
に
、
 

三
分
の一

が
労
働
者
に
帰
す
と
い
う
.制
度
が
一
般
的
.で
あ
る
と
は
い
え
な 

，い
。

コ
コ
ァ
生
産
が
発
展
す
る
に
っ
れ
屉
用
労
働
が
ニ
般
化
し
て
き
た
と
思 

.
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
從
来
の
1

が
地
生
も
し
く
は
監
督
労
働
に
転
化
し
た 

こ
と
で
、
労
働
力
の
不
足
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

コ
コ
ァ
'
 

農
民
に
つ
い
て
は
匀

.
w
.
w
o
o
k
e
t
t

; 

A
k
o
k
o
a
s
o
v
A

 S
t
u
d
y

a

㈡
 

G
o
l
d

'oo
a
s
i
r
v
i
l
l
a
g
e
,

 

1944, 

P
o
l
l
y

 H
i
H
;

 

T
h
e

 

Goldj C
o
a
s
t

 

C
o
c
o
a

 F
a
r
m
e
r
'

 1
9
5
6
'

 Galletti, 

w
a
l
d
w
i
n

 a
n
d

 

D
i
n
a

 ; 

N
i
g
e
-

 

uri

目

C
o
c
o
a

.
 F

a
r
m
e
r
,

 

1
9
5
4
.

な
ど
に

.詳
'細

に

研

究

さ

..れ

て

い
る
0

.

(

4)

;'

溝
ロ
、
前
掲
書
六
七
頁
以
下。

.

(

5) 

J
o
n
a
t
h
a
n

 V
.

 

L
e
v
i
n
; 

*The 

E
x
p
o
r
t

 

E
c
o
n
o
m
i
c
s
: 

*Their 

P
a
t
t
e
r
n

 
0
H1b

e
v
r
o
l
o
p
m

CDn
t

 i
n

 H
i
s
t
o
r
i
c
a
l

 P
e
r
s
p
e
c
t
i
v
e
,

 

1960, 

p
p
.

to
l
o 

〜
11.

(

6) 

J. 

S. 

F
u
r
n
i
v
a
l
l
;

 

A
n

 

I
n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n

 

"
t
o

cf
-
h
e Political 

E
c
o
n
o
m
y

 

o
f

 

B
u
r
m
a
,

 

3rd 

ed.,. 1957, 

p. 

4
4
.

東
31
研
究
所
訳「

緬

■•
,甸
の
絰
済」

一
九
四
ニ
、
五
八
頁
。

(

7

)

.

溝
ロ
、
前
掲
書
ニ

〇
頁
。
.

5

ビ
ル
マ
米
に
つ
い
て
の
国
際
分
業
を
さ
ら
に
検
尉
す
る
前
に
、
ビ
ル
.マ
米
の 

仕
向
地
を
み
.て
お
こ
う
。
第
6
.表
で
■み
ら
れ
る
よ
う.に
、
ィ
ン
ド
向
と
そ
，の
他 

の
諸
国
間
の
比
率
は
数
量
に
し
て
五
八
対
四
ニ
、
価
額
に
し
て
五
九
対
四一
で

輸
出
経
済
の
形
成

?!



第 9 表地域刿主要輸入 : 
(1933/34へ1935/36,3 力年平均)

(1Q万ルピニ）

インドから

綿 製 .' 品.. 1,89.97

ジュート舉品 1,39.29

合 計 (その他を含む） 9,51,51

その他の外国から

綿 製 品 2,29.43

擞 械 類 : 92.19
金属と鉱石 78.59

食 料 品 77.33

合許ズそ’の他を含む） 9,63.39

(出所） Chrisfcian; Modern
Burma, Appendix ^  G 

P- 345, 邦訳 364 頁。

産
要
素
を
措
定
し
、
そ
の
う
ち
の
任
意
の
二
要
素
の
二
国
間
で
の
賦
存
比
率
に 

ょ
っ
て
比
較
優
位
が
き
ま
る
も
の.と
さ
れ
て
い
た
。
小•

教
授
は
、第
三
要
素 

'を

.両
国
I
無
差
別
で
あ
るC

自
由
移
動
に
ょ
り)

か
、
そ
れ
と
も
比
較
優
位 

.決
定
：.に
は
無
関
係
で
あ
る
と
み
な
し
：て
、
依
然
と
し
て
.
1
~要
素
で
考
え
、
こ
の 

パ
タ
丨
ン
の
変
化
を
時
間
的
禮i

び
つ
け
、
世
界
経
撬
造
変
動
の
理
論 

的

、
：一
歴
史
的
究
明
を
企
図
さ
れ
た

0
.ビ
ル
マ
と
ィ
ン
ド
と
の
国
際
分
樂
パ
タ

_

 

ン
の
成
立
過
程
の
一
時^.
を
と
っ
た
ば
あ
い
、
ど
の
生
産
要
素
が
隱
に
無
差 

別
で
あ
る
と
判
定
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
。
ラ

.
ミ
ン
ト
教
授
i
t、
ビ
ル
マ
と
ま 

と
ん
ど
同
じ
風
土
を
も
つ
腐
国
の
南
ィ
ン
ド
と
の
関
係
で
、
な
ぜ
ビ
ル
マ
が
米 

の
'純
#
出

国

で

ィ

ン

ド

が

純

輸

入

国

で

あ

る

の

か

、

と

い

う

^-
題

を

と

り

あ

げ 

た
。
か
れ
は
、
比
較
生
産
費
理
論
に
か
え
て

「

余
剰
捌
け
ロ
論」

を
蓝
礎
に
お 

き
、
輸
出
力
の
決
定
要
因
と
し
て
人
口
稠
密
に
注

E

し
た
。
' つ
ま
り
ビ
ル
マ
の 

米
生
産
に
必
要
な
生
産
要
素
の
う
ち
、
土
地
は
余
剰
能
力
が
あ
る
。
他
方
、
邛

ー

〇(

ニ
六
〇)

商品輸入比舉

〜37年平均:

%

第 8 表 主 翦  

(193 丨

品商

o 

o

23
7.

.8

5.7

:
品

品
“品
：品

類

類

.草

4

製

，
製

■
 

製

料

梂

厲

.

麻
:'
.
,

綿

金

.
食

黄

機

油

煙

出所） 「南方年鐘」昭和18 
年脚，郎6 頁6

ば
な
ら
な
い
。
こ
と
で
は 

簡
単
化
の
た
め
に
、
ビ
ル

マ
と

イ
ン
ド
、
ビ
ル
マ
と 

西
欧
と
：-

一
 1

つ
の
^
の
.
 

国
際
分
業
を
考
え
る
こ
と
，
 

に
す
る
。

ビ
ル
マ
の
輸
入
の
商
品 

別
比
率
"は
.第
8
表

：に
あ

る
。
輸
出
の
米
に
相
当
す
る
よ
う
な
商
品
は
な
い
が
、
綿
製
品
の
輸
入
が

顕
著 

で
あ
る
？
そ
れ
で
は
こ
の
綿
製
品
は
ど
こ
か
ら
翰
入
さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
第 

9
表
.の
，よ
1う
に
な
っ
て
い
る
。

表
，に
よ
る
.と
、

イ
シ
.ド

か

ら

よ

り
も

そ

の
他
.の 

外
国
か
ら
の
翰
入
額
の
方
が
多
い
が
、
'
一
 

依
米
■と

綿
製
品
を
ビ

ル
マ
と
イ
ン
ド 

の
_
際
分
業
の
里
と
し
て
抽
3|1す
る
こ
.と
に
す
る
。
ふ
つ
う
，に
は
、
ビ
ル
マ
尤

米

、

木

材

、
：
石

魏

品
.が
余
剰
で
あ
り
、
イ
ン
ド
は
綿
製
品
、
鉄
銅
、
石
炭
が
.
 

余
剰
で
あ
る
か
ら
、
両
国
間
は
相
互
に
財
が
不
足
し
、
貿
易
が
補
完
的
で
あ
る 

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
余
剰
の
考
え
方
が
分
業
の
。ハ
タ
ー
ン
成
立
の
説 

明
に
は
不
適
当
で
あ
る

AJ.

と
は
す
で
に
み
た
と
お
り
で
あ
る

o

わ

れ

わ

れ

は

；
こ 

こ
で
、
ビ
ル
マ
と
イ
ン
ド
と
の.国
際
分
業
の
パ
タ
ー
ン
の
成
立
を
、
米
と
綿
製 

品
貿
易
と
し
て
考
え
て
み
るこ
と

に

し

よ

う。
'

あ
る
一
時
点
を
と
っ
て
、
国
際
分
業
を
生
産
要
素
賦
存
の
理
論
を

菡
礎
に
し 

て
考
え
る
に
際
し
、N

=
自
然
的
要
因(

天
然
資
源
、
気
候
地
妹
等
自
然
的
耍 

素)

、
乙
=
労
働(

あ
る
程
度
の
熟
練
'を
備
え
た
分
働
；}、
G
M
M資

本

設
.i
の
~r
一J£

‘ 

i

“ 

S

働
力
は
隣
国
イ
ン
ド
に
.お
い
て 

余
剰
で
あ
り
、
こ
れ
が
流
入
す 

る
こ
ど
に
よ
り
、ビ
ル
マ
で
は 

ニ

生

産

要

素

と

.も

余

剰

能

力

を

幻
('
も

つ
こ
と
に
.な
；
る
。.
し
.
た

が

ひ

.

■?
て
.翰

出

需

要

に

よ

る

価

格

の 

刺

戟

が

あ

れ

ば
®

^
自

足部
！：

を
犠
牲
に
す
る
こ
と
な
く
輸
出: 

i

産
は
拡
張
す
る
こ
と
が
で
き 

る
。
 

.
.

•
 

ラ

.
ミ
ン
ト
の
理
論
を
ヒ
ン
ト
に.し
て
.考
え
て
.み
る
.■と

、
.ま

ず

労

働

力

は

高

賃 

.金
を
求
め
て
イ
ン
ド
か
ら
ビ
ル.マ
に
流
入
し
て
く
る
。
そ
こ
で
賃
金
を
資
本

\

 

労
働
比
率
で
考
え
る
と
、
あ
る
一
時
点
で
は
イ
ン
ド
の
資
本
労
働
賦
存
量
比
率
、

6
— —
&

は
ビ
ル
マ
の
ひ
IL6
よ
り
も
小
さ
い
は
ず
で
あ
る
。

9

、

C
，

ノ
！/

こ
の
ば
あ
い
N
は
両
IP
に
と
り
無
差
^
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ビ
ル
マ
と 

:

南
イ
ン
ド
ば
地
理
的
に
も
近
接
し
て
い
る
の
で
、
気
候
風
土
比
米
生
産
に
と
っ 

.

.て
無
羞
別
と
_み
な
す
の
は
不
当
な
こ
と
で
は
な
い
。
そ
ぅ
す
る
と
第
8-
.図
の
よ 

ぅ

に

投

入

量

をマ
イ
ナ
ス
に
と
り
、
第
三
象
限
に
横
軸
に
労
働
力
、
縦
軸
に
資 

本
を
と
？
て
生
産
アク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ

を
描
く
と
、
イ
ン
ド
の
方
が
ビ
ルマに 

比

較

し

て

労

働

_

的

ア

ク

テ
ィ
ヴ
ィ

テ
；ィ
を
と
る
は
ず
で
あ
る
。と
こ
ろ
が：

輪
«
滌
済
.の

形

成
.

.

•

綿
製
品
生
産
ア
タ
テ
.ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
は
米
生
塵
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ
テ
ィ
に
比
べ
て
労 

働
節
約
的
で
あ
る
と
と
は
常
識
に
反
し
て
い
る
。
ビ
ル
マ
と
イ
ン
ド
と
の
間
で 

は
労
働
は
自
由
に
移
動
す
る
か
ら
要
素
価
格
比
率
は
均
衡
す
る
は
ず
で
、
旦

L 

で
国
際
分
業
の
比
較
優
位
を
論
じ
る
の
は
お
か
し
い
と
も
思
わ
れ
るが
、
実
際 

，に
は
労
働
が.移

動

：し

て

も

、

そ

の

時

点

で

，
は

さ

ら

に

生

産

は

拡

張

し

て

い

る

。 

'技
術
を
考
え
る
際
に
、
、ビ
ル
マ.で
は
議
的
技
術
を
使
用
し
つ
づ
け
、
労
働
生 

産
性
の
改
善
は
行
な
わ
れ
為
い
と
考
え
た
か
ら
か
|

5は
不
変
で
あ
る
。
イ
ン 

ド
か
ら
の
移
住
民
は
季
節
的
で
あ
る
か
ら

6
1
;
^

も
不
変
と
仮
定
す
れ
ば
、
労 

働
力
が
イ
ン
ド
か
ら
ビ
ル
マ
へ
絶
え
ず
流
入
し
て
も
両
国
間
の
比
較
優
位
は
変 

ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が.っ
て
、
ビ
ル
マ
と
イ
ン
ド
と
で
採
用
し
て
い 

る
ア
ク
テ
ィ
ヴ
ィ7-
■ィ
が
逆
に
な
っ
て
い
る
理
由
は
、0
と
い
.う
分
子
の
.
方
に 

.あ
る
の
で
は
な
い
か
之
議
さ
れ
る
。

_

そ
こ
で
、
土
地
を
自
然
的
要
因
で
は
な
く
て
、
土
地
面
積
と
し
て
資
本
の
代

り
に
分
子
に
と
.っ
.て
み
：.よ
う
。
土
地
を
£
*
+と
す
る
と
、

.
3̂
cs
.

3̂
&
.一
.

，
.

'

^

 

. 

' 

.

と
な
る
。
労
働
力
の
自
由
移
動
が
あ
っ
て
も
'
両
国
の
比
較
優
位
差
を
不
変
と

.

.考
え
る
.こ
と
は
前
と
同
様
で
あ
る
。
こ
う
す
る
と
'ビ
.ル
マ
は
土
地
#
^
的
ア
ク

テ
イ
ヴ
イ
テ
イ
を
と
り
、
イ
ンド
は
労
1
集
約
的
ァ
ク
テ
ィ
ヴ.ィ
テ
イ
を
.と
.る

こ
.と

に

な

る

。

ビ
ル
、；マ
の
米
、

ィ

ン

ド

の

綿

製

品

と

い

1

特

化

.の

方

向

の

説

明 

に
は
ゼ
の
方
が
ょ
い
ょ
ぅ
に
思
わ
れ
る
.。

な
奴
::
"
ビ
ル
：

F

の

海

外

寡

砍

褒

：で
ィ
ン
'ド
が
重
要
性
を
占
め
た
理
由
と 

し
て
は
ノ
地
理
的
近
接
性.

=

運
賃
®
低
廉
、
：
他
の
国
に
対
し
て
は
保
護
措
置
が

.
1

一

パ
ー
一
六
一〕

図第



と
ら
.れ
た
に
も
か
か̂>
ら
ず
、
：ビ■ル
.マ
=
=イ
ン
‘ド
質
务
ば
自
由
實
易
で̂
.つ
た
' 

こ
と
、
ビ
ル
マ
は
イ
ン
ド
と
同
じ'ル
，ピー

を
通
貨
と
し
て
い
た
一

」

と
、
ビ
ル
マ 

の
貿
為
業
、
国
内®

If

の
多
く
が
：イ
ン
.、ド
入
の
手
中
に
：あ
つ.た
こ
と
、
な.ど
が
. 

掌
げ
ら
れ
る
0
 

一
 

:

.

.

.

. 
: 

■ 

■
■ 

■ 

, 

/

(

1)

小
島
清
、
.前
掲
稿
。
 

.
：

C2) 

cf. 

H
l
a

 

M
y
i
n
t
; 

T
h
e

 

: cl
a
s
s
i
c
^
T
h
e
o
r
y

 

i 

o
f 

i
n
t
e
r
n
a
1 

tional T
r
a
d
e

 
a
n
d-c
+
h
e
 U

n
d
e
r
d
e
v
e
l
o
p
e
d

 C
o
u
n
t
r
i
e
s
,

 E
c
o
n
o
m
i
c

 

J
o
u
r
n
a
l
,

 

J
u
n
e

 

1
9
500
.

つ

ぎ

に

ビ

ル

マ

と

ョ

~
.
ロ

ッ

パ

諸

国

、

と

く

に

英

国

と

の

国

際

分

業

を

と

り
 

.
あ

げ

る0
,英

国

は

い

ぅ

ま

で

も

な

く

ビ

ル

マ

に

と

.っ

て

植

民

本

国

で

あ

る

。

し 

た

が

っ

て

、

通®

Ir
f
f、

■

面

で

の

！̂

関

係

の

ほ

か

に

、

政

治

的

要

因

が

国
 

際

分

業

パ

タ

ー

ン

の

成

立

：に

影

響

し

た

こ

と

は

充

分

考

え

ら

れ

る

が

、

こ

こ

で
 

は

純

雜

に

経

済

的

な

要

因

だ

け

を

考

え

る

。

ビ

ル

マ

か

ら

は

米

を

輸

出

し

て

、

. 

る

と

し

て

、

英

国

か

ら

は

綿

製

品

ょ

り

も

機

械

を

輸

入

し

て

い

る

と

考

え

た

方
 

が

、

イ

ン

ド

と

の

対

比

に

お

い

て

お

^
し

ろ

い

。
.こ

の

米=

機

械

貿

易

で

、

自. 

然

的

要

因

、

労

働

、

資

本

設

備

お

ょ

び

土

地

の

ぅ

ち

、

ど

の

二

つ

を

比

位
 

決

定
因

と9

て

3

か
、自
然

的

要

因

を

入

れ

る

の

が

妥

当

で

ぁ

を

と

思

わ

れ

. 

る

が

、

労

働

者

一

人

あ

た

り

資

本

醫

の

賦

存

量

に

差

が

あ

る

の

も

明

瞭

で

あ

，
 

る
。
.し
た

が

っ

て資

本\

労

働

比

率

を

決

定因
と

.し

て

も

よ

さ

ぞ

う

で

あ

る

が

'

■

•

. 

一
二 

(

ニ
六
ニ
.：
}

こ
れ
は
む
し
ろ̂

り
発
展
し〈

た
エ
業
国
間
の
貿
易
の
，
ハ
：

.タ
ー
ン
で
あ
る

o  

M

 

.
本

国

と

植

民

地.の
間
、.こ
と
：に
熱
帯
植
民
地
の
間
に
は
：投

資

が

大

量

に

行
な
わ 

れ
た
の
が
特
徵
で
あ
る
。
こ
の
故
.に
、
資
本
は
自
由
移
動
で
無
差
別
と
す
る
。
 

そ
う
す
る
と
自
然
的
要
因
に
対
比
さ
れ
る
も
の
.は
労
働
か
土
地
で
あ
る
。
労
働
. 

力
は
ビ
ル
マ
で
.は
不
足
し
て
い
た
0

英

国
で
も
'.不

足

し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
.

の

で

自
然
的
要

因

と
土
地
、
N.丨
T
型

分

業

と

す

る

の

が

最

も

適

節

で

あ

ろ

-

う
。

..
'

ラ•

ミ
ン
ト
教
授
と
同
じ
く
、
輸
出
産
業
の
ロ
ケ
ー
シ
ヨ
ン
が
、

へ
ク
シ
ャ 

—

 

N
オ
リ
：丨
ン
流
の
貿
易
出
発
時
点
の
要
素
賦
存
量
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
と 

し
う
理
論
は
、

3 

1 ロ：ッ
バ
や
ア
メ
リ
カ
社
会
で.は
適
用
で
き
る
が
、
海
外
の 

r M
l
輸
出
産
業
に
'
.は
適
用
で
■き
な
い
と
い
S
こ
と
を
レ
ヴ
ィ
ン
が
強
調
し
て
い 

る
。
か
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
よ
う
な
輸
出
産
業
の
ロ
ケ
丨
シ
ヨ
シ
は
国
内
産
業 

の
ロ
ケ
I
シ
ヨ
ン
決
定
と
同
じ
原
理
、
す
な
わ
ち
気
候
、
土
質
条
件
、
紙
物
資 

源

の

：
よ

う

な

最

森

動

性

の

.
少

な

い

生

産

要

素

と

市

場

へ

の

接

近

性
I

つ

て 

決

定

さ

れ

る
.
0 

.
こ

で

理

論

を

ビ
.ル

マ
>
ィ

ン

ー

ド

の

貴

易

に

応

用

す

4!
*
t、

ビ

レ.
 

.

.
マ

の

米

生

産

=

輸

出

の

決

定

要

因

は

土

地

と

.い
う
こ
と.に

な

る.。

し

か

し

术k 

産

に

対

し

：
て

は

土

質

条

件

は

両

国

に

と

り

無

差

別

と

.考
え

た

方

が

よ

い

か

ら
結 

局
土
地
面
積
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
.れ

を

労

働

と

.
の

比

率

で

考

え

た

方

が

よ
 

レ
。
.ラ

.
ミ
ン
ト
に
し
て
も
、

レ
ヴ
ィ
ン
に
し
て
も
通
常
国
際
貿
易
で
移
動
し 

な
い
と
考
え
て
い
る
資
本
、
労
働
、
-さ
I

は
企
業
能
力
な
ど
も
国
際
的
に
尚 

由
に
移
動
す
る
と
考
え
て
い
る
点
は
共
通
で
.あ
る
。
と
の
よ
う
に
、
最
も
移
動 

性
の
少
な
い
生
産
要
素
を
も
つ
て
、
輸
出
産
業
の
ロ

ケー

シ
ヨ

ン

の
決
定
因
と

第 1 0 表 商 品 質 易 収 支 V  (1901〜1941)

年::平均 輸出（100万ルビ- ) 輸出超過
(100万ルビ一） 輸出超過率

J901〜 06 210.6 145.1 65.5 45

1906〜 11 304.8 184.0 120.8 66

19：L1〜 16 356.8 211.8 145,0 68

1916〜 21 457.6 282.3 175.3 62

1921〜 26 660.2 365.7 294.5 .8 1

19如 〜 31 661.2 362.6 298.6 82

1931〜 36 485.6 201.3 284.3 141

1936〜 41.. 519.2 250.8 268.4 107

き
な
い
0
第
10
表
が
そ
れ 

で
あ
る
。
こ
の
著
し
い
特 

微
は
一
貫
し
た
輸
出
超
過 

45
.

で
あ
.る
。
こ
れ
は
植
民
地 

ふ

の

，一
般
的
型
で
あ
り
、
ィ 

.
! -
ン

ド

の

国

際

収

支

も

同

様 

le1

貫
し
た
出
超
を
み
て
い 

T a

る
。
ィ

シ

ド

で

は

'一
九
二 

1.
六
\
ニ
七
年
度
に
輸
出
が 

V0
1

減
少
し
、
出
超
額
は
そ
れ 

rt
,

ま
で
の
三
分
の
一
に
激
減 

g

Re
p

し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
九 

r

ニ
八
年
か
ら
一
九
五
八
年 

M /
.

I
ま
で
の
三
〇
年
間
と
一
〇 

g

eh
〇
年
前
の
貿
易
拡
張
率
を 

g

 

-

比
較
し
て
、
最
近
三0
年 

I
I

G
,

間
の
世
界
貿
故
の
拡
張
率 

の
低
下
を
論
じ
た
ヌ
ル
ク 

I

K

セ
の
期
間
の
切
り
方
と
照 

輪

^ )
応
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が 

■'
.U

,
ビ
ル
マ
の
輸
出
、.翰
入
、
.
 

貿
易
収
支
は
世
界
恐
慌
の

.一
三
.0

1

六
三)

す
る
考
え
方
は
、
ビ
ル
マ=

ィ
ン
ド
貿
易
よ
り
も
、
ビ
ルマ==

英
国
貿
易
、
す 

な
わ
ち
い
わ
ゆ
る植
民
地
貿
易
に
よ
り
よ
くあ
て
は
ま
る
。

要
約
す
れ
ば
、
輸
出
産
業
の.成

立(

卩
ヶ
ー
シ
ョ
ン)

は
、
輸
出
需
要
の
増 

大
に
よ
る
■

の
i

を
菡
因
と
す
る
。
そ
し
て
物
理
的
'に
生
産
が
急
速
に
拡 

張
す
る
こ
と
の
で
き
た理
由
は
生
産
要
素
の
追
加
的
投
入、
' す
な
わ
ち
生
産
要 

素
の
余
剰
能
力
で
あ
る
。
そ
し
て
な
ぜ
あ
る
産
業
が
あ
る
国
に
輸
出
産
業
.と
し 

て
成
立
し
、：
国
際
分
業
が
行
な
わ
れ
るよ
う
に
な
っ
た
か
に
つ
い
て
は
、
長
期 

的
f

を
加
え
た
要
素
賦
存
量
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
れ
に
付
加
し
て
、

ビ
ル
マ
の
米
の
よ
う
な
ば
あ
い
は
、
出
発
時
点
で
す
で
に
そ
の
生
産
が
相
当
に 

行
な
わ
れ
て
い
たこ
と
、
西
ア
フ
リ
ヵ
の
コ
コ
ア
のよ
う
な
ば
あ
い
は
、
何
ら 

か
の
偶
然
、
お
よ
び
、
ま
た
ば
本
国
の®

的

意

図

.に

よ

っ

て

栽

培

が

開

始

さ 

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
植
民
本
国
の
要
求
は
直
接
的
i

に
よ
っ
て
で 

な
く
て
も
、
間
接
的
に
市
場
のメ
ヵ
ニ
ズ
ム
を通
じ
て
伝
え
ら
れ
る
ば
あ
い
も 

あ
る
。
隣
接
し
た
地
域
で
あ
り
な
が
ら
植
民
本
国
の
相
異
に
よ
っ
て
、
異
な
る 

輸
出
産
業
を
も
っ
て
い
る̂
例
は
と
き
ど
き
み
ら
れ
る
。

(

1)
lievin;. op. 

I
V
.

こ
の
ょ
う
な
輸
出
経
済
成
立
の
過
程
は
、
そ
の
国
の
国
際
^
支
に
、ど
.の
ょ
う 

に
反
映
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。

， 

.

ビ
ル
マ
の
«

(1
>
]の
国
際
収
支
に
つ
い
て
は
商
品
貿
易
収
支
だ
け
し
か
利
用
で
.

輸
出
経
済
の
形
成

•f
I

I

i
rg-
ji
v
r
A
l
v
i
l
r
^
r

-̂
^
ŝi
-

—

y
^
y
i
K

11 

I';
ii

f
I



輸 出 82,000 22,100

輸 入 18,000 14,000

差 額 +14,000 +8,100

1937/38 1938/39 1939/40

輸 出 96.400 94,600 106,200

.輸. 入 43,900 40,200 44,700

差 m +52,500 +54,400 +61,500

倉 計

輸 出 189,200 174,100 176,800

輸 入 89,300 74,600 80,800

差 額 +99,900 +99,500 +96,000

影
響
の
あ
る
^

^
を
除
い
て
^:
大
体
安
定
し
て
い
る0-
こ
の
原
因
は
、
お
そ 

ら

く

ビ

ル

マ

貿

易

の

主

要

相

手

国

が

エ

業

国

で

は

な

く

て

、

同

じ

く

第

ー

.次

品 

生
産
国=

低
開
発
国=

英
国
植
民
地
の
ィ
ン
ド
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
ぅ
。
ビ 

ル
マ
の
海
上
貿
易
の
相
手
国
の
シ
工
ァ
ー
は
第
11
表
に
み
ら
れ
る
。
輸
出
入
と 

も
に
ィ
ン
ド
の
シH

ア
I
が
圧
倒
的
で
あ
り
、
連
合
王
国
と
合11
す
る
と
五
0 

か
ら
七
〇
パー

セ
.ン
ト
を
占
め
る
。'連
合
王
国
と
ィ
ン
ド
を
も
含
め
て
、
英
帝 

.国

全

体

で

は

七

0

力
ら
九
0
パ
ー
セ
ン
ト
近
く
を
占
め.て
い
る
の
で
あ
る
。.
し 

た
が
っ
て
、
と
の
こ
と
だ
け
か
ら
も
ビ
ル
マ
の
輸
出
経
済
は
植
民
地
的
従
属
経 

済
と
い
え
る
で
あ
ろ
ぅ
。
輸
出
が
国
民
所
得
の
大
部
分
を
発
生
さ

.せ
、.
し
か
も
.
 

そ
の
国
の
輸
出
は
相
手
国
の
総
輸
入
中
、
'わ
ず
か
の
部
分
し
か
占
め
.な
い
の

.第 1 2 表生耍国別沲上餐易
対インド （1000ドル）

対連合主国.(英国)

23,300

13,900

+9,400

mic出所） AndruS; Burmese E< 
Life, p . 167 &  p. 176.

輸
出
経
済
の

形
成

^

.そ
の
|1
-
は
相
尹
国
-に

対

し

て

影

響

カ

を

も

?'」

と

が

で

き

な

い
0-
い
わ
ゆ 

る

「

傷
つ
き
や
す
い
体
制

」

.
が
従
属
経
済
で
あ
る
。
従
属
経
済
と
し
て
の
ビ
ル
' 

マ
の
#
微
は
、
植
民
ホ
国
に
対
し
て
だ
け
で
は
な

く

、
ょ
り
大
き
な
植
民
地
で 

あ
る
イ
ン
ド
に
従
属
的
関
係
に
立
っ
て
い
る
、
一
一
重
の
従
属
•：で
あ
る
点
に
あ 

i
る
:0
'

、ビ
ル
マ
，
の
対
.イ

シ

ド

®
易

は

、

ピ

ル

マ

の

.
質

#
-Is
額

中

^

^

以

上

を

占

め 

る
が
、'.
イ
ン
ド
に
と
っ
て
は
そ
の
貿
易
総
額
の
わ
ず
か
七
パ
ー

セ
ン
ト
に
す
ぎ 

ず

、
両
国
間
の
通
商̂

^
で
、

つ
ね
に
ビ
ル
マ
が
弱
い
立
場
に
あ
る
こ
と
が
指

:

摘

さ

れ

て

を
？

"

さ
ら
に
第
12

表
に
ょ
.っ
て
イ
ン
ド
と
連
合
王
国
'に
対
す
る
商
品
貿
易
差
額
を 

み

て

み

る

と

両

国

に

対

し

て

，
と

も

に

ビ

ル

：マ
：の

-輸
出
舞
過
にな

.；

っ
て
い
る
。
輸 

.

出
経
済
の
成
立
の
ん
こ
ろ
で
は̂
イ
ン
ド
員
畠
と
対
英_
貿

^

を

区

別

し

た 

が

、

両

国

に

対

し

て

ビ

ル

，
マ

が

と

も

に

輸

出

超

過

に

な

'
っ
て
い
る
と
い
ぅ
こ
と 

は
何
を
意
味
す
る
の.で
あ
ろ
ぅ
か
。

T

V
拙

稿「

イ
ン
ド
：の
i
際
収
支
'の
型
の
変
化
に
つ
：い
て

」

.
三
田
学
会
雑
誌 

:

一
九
六
〇
年
1
月
号
参
照
。
'
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X
2
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•
邦
訳1

八
.五
.頁
。
パ

'■
.

8

貿
易
外
収
支
と
資
本
勘
定
が
与
え
ら
れ
て
い
な
い
め
で
、
議
論
の
多
く
は
断

一

五

S

六
五〕

_

3

^

^

i

為̂
v
-
^
^
i
i
i
:
,
^

x.
>
*̂v
r>
^
i
i
^
^
^
^

t-
£



資
料
に
も
と
づ
く
推
測
の
域
を
で
な
い。ま

ず

貿

易

外

収

支

で

あ

る

が

、
一： 

般
に
顧
民
地
的
屬
出
経
済
で
は
、
輸
出
産
業
の
配
給
過
程
と
貿
易
業
、海
運
業
は 

外

国

人

：の
手
：に

握

ら

れ

て

い

る

。

西

ア

フ

リ

：力

O':

コ
コ
7
で
も
、.生
産
者
と
末■ 

:

端
の
中
間
商
人
は
ア
フ
リ
カ
人
で
あ
る
が
、
：
大
部
分
の
.中
^

^
人
ば
レ
'
ヴ
ァ
ン 

卜

人
.

(

東
部
地
中
海
潘
岸
諧
国
の
原
：住
民

))

..で
あ
り
、
大
貿
易
商
社
は
英
国
系
、 

船

会

社

も

英

国

系

で

あ

る

；。

過

去

^
お

い

て

ゴ.

—

ル
ド
、，'.
コ
丨
ス
ト
：

(

ガ
ー
ナ) 

か
ら
運
び
出
さ
れ
た
目
は
巨
大
で
あ-？
た
。
ア
シ
ャ
ジ
テ
ィ•.

ゴ
.丨
ル
ド
フ 

.ィ

.
I ル
，、ス..会
社
.(

H3
げ
CD
^
g
J
J
eJ
tJ
c+
-̂
Q
o
s
f
i
e
l
d
s
.
o
o
m
o
r
a
t
i
o
I
l

)

'
.
、̂.
.
こ 

の
国
の
全
産
出
高
の
ほ
と
ん
ど
毕
分
を
生
産
し
た
会
社
で
あ
る
が
、
_.
九
三 

〇
年
に
—
五
〇
パ
丨
セ
シ
ト
、

ー̂

三
年
に
：1
ニ
五
。

ハ：-

セ
ン
：
ト

、
.

-*
九

三 

五
年〕

に
八
五
。ハ
ー
セ
ン
ト
、1

九
三
七
年
に
九
五
パ
ー
セ
シ
ト
を
配
肖
し
た
と 

い
ぅ
。
第
二
次
大
戦
後
で
も
一
：九
五
二
年
に
、
.
エ
ル
ダ
-

..
デ
ム
ブ
ス
タ
丨 

(
E
l
d
e
r

 D
e
m
p
s
t
e
r
)
(

船
会
社)

の

觀

は

優

に 

一
一f

五
万
ポ
ン
ド
を
超
え
、 

ビ
ツ
チ
錫
会
社(T

i
e

 w
i
s
i
c
h
i
せ
1!1 c

o
m
p
a
n
y
)

の

利

_±'
六
0
万
ポ
ン 

ド
以
上
に
達
し
た
。一

八
七
〇
年
以
降
の
ビ
ル
マ
の
米
輸
出
の
発

展

の

過

程

に
 

は
、

フ
ァー 
ニ

ヴ
ァ
ル
に
ょ
.っ
て
、
‘米
貿
易
の
利
溝
を
競
ぅ
六
つ
の
グ
ル
！
プ 

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

(

1)

ビ
ル
マ
耕
作
農
民
、

(

2)

か
れ
ら
を
金
融
する
ィ
. 

.ン
ド
人
金
貸
證
、V

)

米
を
購
入
す
る
中
間
業
者
、

(

A

、ビ
ル
マ
の
港
の
锖 

米
業
者
、o

)

船
主
、(

6) 
ロ

ン

ド

.ン

の

精

米

業

者

(
s
u
e

 

m
i
l
l
e
r
s
)

が
そ 

れ
で
あ
る
。
ィ
ン
ド
人
金
貸
業
若
は
ビ
ル
マ
農
民
に
対
し
て
担
保
と
し
て
土
池 

を
と
っ
た
の
で
、
か
れ
ら
は
地
主
と
な
り
、
ま
た
精
米
業
者
と
な
っ
た
。

一
九 

三
九
年
に
は
六
九
ニ
の
精
米
所
が
あ
り
、
そ
の
内
訳
は
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
所
官
の

•

.

'

 
一
 

六

(

ニ 
六
：六)

'■
'
:も
の
が
ー
ニ
七
、
中

国

人

霞

が
.
--
六
四
、
：イ
ン
ド
人
所
有
が
：
.
|
:
九
〇
、
ビ
ル
マ 

人
所
有
が
三
ー
ニ
で
あ
ぅ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
輸
出
用
米
の
大
部
分
は
、
港 

、にあるョロッ：。
ハ

-
<の
：精

米

業

者

の

宇

を

通

り

\

国

内

の

精

米

所

は

大

部

分 

国
内
消
費
用
米
に
限
ら
れ.て
い
た
。
，フ
ァ
ー
二ヴ
ァ
ル
は
、

一
八
七◦
年
の
ビ 

ル
.マ
米
輸
出
の
利
潤
競
令
で
勝
利
を
得
た.も
の

は
精
米
！
^
だ
っ

た

と
し
て
い 

■る
0
 

' 

• 

•

年
々
移
入
し
て
ぐ
る
三
.〇
万
の
イ
ン
ド
人
労
働
者
の
大
部
分
は
独
身
の
男
で 

あ
っ
た
。：
か..れ
ら
は
郵
便
為
替
だ
け
で
年
に
三
〇0

0
万
ル
ピ
ー
を
イ
ン
ド
に 

送
金
し
た
。.1

九
三
八\

三
九
年
度
に
ビ
ル
マ.の
.外
国
業
者
に
ょ
っ
て
推
定
八 

五
〇
〇
万
ル
ピ
ー
が
送
金
さ
れ
、
ま
た
は
帰
国
の
隙
持
ち
出
さ
れ
た
0
そ
の
ぅ 

ち 

一
0
〇
〇
万
ル
ピ
ー
は
イ
ン
ド
へ
帰
る
イ
シ.ド
人
労
働
者
に
ょ
る
も
の
で
、 

平
均
一
人
四
六
ル
ビ.

—

を
運
，ひ
出
し
た
と
い
わ1
る
0':

中
国
移
民
は
し
ば
し
*丈 

ビ
ル
マ
に
定
住
し
た
が
、
そ
れ
で
も
相
当
額
を
本
国
に
送
金
し
た

.0

ヨ
I 
ロ
ッ
パ 

人
と
ア
メ
リ
カ
人
は
数
は
少
な
い
が
、
ビ
ル
マ
で
得
て
い
た
高
給
の
か
な
り
な 

部
分
を
送
金
し
た
。植
民
地
文
官
も
退
職
し
て
故
郷
に
帰
る
際
に
、
多
く
の
貯
蓄 

を
引
き
あ
げ
た.。
：
さ
ら
に
銀
行
、保
険
、船
舶
業
は
ほ
と
ん
ど
完
全
に
非
居
住
者 

の
手
中
に
あ
り
、
貿
易
外
収
支
の
支
払
趙
過
は
-*
層
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
。

.

外
国
人
の
ビ
ル
マ
内
で
の
投
資
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
も
断
片
的
資
料
し

か

な
 

い
。
イ
ン
ド
人
、
中
国
人
、

ョ

ー

ロ
ッ
パ
人
は
す
べ
て
の
大
工
場
と
作
業
所
の 

大
部
分
を
所
有
し
て
い
た
。
イ
ン
ド
人
チ

H

テ
ィ
ヤ
ー
は
地
主—

金
貸
業
者
丨 

精
米
業
者
と
い
ぅ
階
層
を
構
成
し
た
が
、
か
れ
ら
は
一
九
三
〇

年
ま
で
に
ヒ
億 

五
〇
〇
〇
万
ル
ピ
ー
を
投
資
し
て
い
た
と
推
測
さ
k
た)

。I

九

四j 

.年
の
ビ
シ

第 1 3表ビルマの外国投資(1941)

(ポンド）

外 国 法 人 47,200,000

中 国 X , 2,800*000
イン，ド人チェテ,.ィヤ.一 56,000,000
政府および都市債券 45,000,000
都市の不動産 
上に含まれない‘ 

―インド人工業施設

3,250,000

1,000,000

合 計 155,250,000

•AndrusBurm ese Economic 

Life, p. 184,

輸
出
経
済
の
形
成

こ
の
よ
ぅ
な
資
料
か
ら
推 

定
す

る

と
ビ
ル
マ
の
戦
前
の 

国

際

収

支

の

型

は

.、

.
商

品

貿
 

易
差
額
の
プ
ラ
ス
よ
り
も
貿 

易
外
収
支
の
マ
ィ
ナ
ス
が
大 

'き
く
て
、
そ
の
差
額
だ
け
外 

資
が
：入
.っ

て

ぃ

た

も

.の

で

あ 

ろ
ぅ
。
あ
る
い
は
後
期
に
な.
.
 

る
と
、
海
外
送
金
と
借
入
資 

本
利
子
• 
_

殳
:^
の
'

^
nl
-
'

マ
の
外
国
総
投
資
の
大
略
の
推
計
は
第13
表
に
み
ら
れ
る0
こ
の
表
は
不
i
で 

あ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
形
の
中
国
人
投
資
を
含
め
る
と
、
総
投
資
額
は
さ
ら
に
太 

き
く
な
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る。.

一
九
三
五
年
に
調
印
さ
れ
た
ア.メ

リ

ー

報

告

書

に

よ

れ

ば

、

ビ
ル
.
.
マ
は
ィ
ン 

ド
の
純
負
債
額
の
七•
五
パ
I
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
額
を
食
担
す
る

a j

と
.に
な 

っ
て
い
る
。
結
局
、I

九
三
七
年
ビ
ル
マ
が
ィ
ン
ド
か
ら
分
離
す
る
際
に
、
ビ 

.
ル
マ
は
五
億
七
五
〇
万
ル
ビ

ー

の
負
債
を
担
.い
、
こ
れ
に
対
し
て
向
ぅ
四
五
年 

間
、
•利

子

を

加

え

て

毎

年

平

均

一

一

五

〇

万

ル

ピ

ー

を

支

払

ぅ

こ

と

に

な

っ

た

。 

公
赓
以
外
に
ラ
シ
グI
ン
港
ト
•ラ
ス
ト
、
：
ラ
ン
グI
ン
開
発
ト
ラ
ス
ト
、
ラ
ン,
 

グ
丨
ン
公
社
な
ど
が
債
券
を
発
行
し
て
い
た
。
さ
ら
に
第
滅
に
含
ま
れ
な
い 

も
の
で
都
市
の
不
動
産
の
う
ち
イ
ン
ド
人
保
有
の
4

の
が
か
な
り
あ
っ
た
と
推 

定
さ
れ
る
。

が
商
品
貿
易
の
出
超
と
見
合
い
、
経
常
勘
定
は
ほ
ぼ
、、ハ
ラ
ン
ス
す
る
型
こ
近
づ 

い
て
い
っ
た
と
も
推
測
さ
れ
る
。

国
際
収
支
の
項
目
の
う
ち
、
何
が
自
発
的
で
何
が
補
整
的
で
あ
る
か
と
い
う 

と
、
海
外
送
金
、
借
入
資
本
利
子•配
当
支
払
、
植
民
地
行
政
費
な
ど
が
自
発 

的
と
い
う
か
、
，
む
し
ろ
強
制
的
項0
で
、
.
こ

の

支

払

を

可

能

と

さ

せ

る
た
め
に 

商

品

貿

易

の

出

超

が

補

整

的

..に

作

用

す

る

こ
と
を
強
制
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ 

る
。
し
た
が
っ
て
総
翰
出
額
の
大
き
さ
が
そ
の
国
に
輸
入
㈱
力
を
賦
与
す
る
。 

輸
出
超
過
は
貿
易
収
支.の

「

順
調」

で
あ
る
が
、
輸
出
経
済
に
と
っ
て
は
、
貿 

易
取
支
の
順
調
は
け
っ
し
てそ
の

国
の
経
済
成
長
の
順
調
を
意
味
し
な
か
っ
た 

の
で
あ
る
。

.

輸
入
に
つ
い
て
み
る
と
、
都
市
の
少
数
の
近
代
化
し
た
、.
あ
る
い
は
近
代
化 

し

よ

う

と

努

め

て

い

る

、

い

わ

ゆ

る

デ

モ

ン

，
ス

ト

レ

ー

シ

3
ン
効
果
の
強
い
ビ 

ル
マ
人
を
除
い
て
、
多
く
の
ビ
ル
マ
人
は
む
し
ろ
原
始
的
な
農
村
的
環
境
の
な 

か
に
住
み
、
綿
布
を
除
い
て
は
輸
入
品
を
使
用
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ 

た
。
し
た
が
っ
て
戦
前
の
ビ
ル
：マ
の
輸
入
品
の
.太
部
分
は
外
国
人
、
あ
る
い
は 

外
国
人
所
有
の
産
業
等
で
使
用
さ
れ
た
の
が
特
徵
で
k
¥

都
市
の
輸
入
性
向 

の
'強
い
ビ
ル
マ
人
はr

ぜ

い

沢

品

輸

入

被

」
：

で

あ

り

、

が

れ

ら

の

有

効

需

要

は 

国

民

経

済

：の

成

長

に

は

あ

ま

り

役

に

立

た

な

い

.。

輸

出

経

済

が

外

国

人

業

者

と 

ぜ
い
沢
品
輸
入
者
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
ば
あ
い
に
は
、
輸
出
に
よ
っ
て 

獲

得

さ

：れ

た

高

麗

は

国

內

経

済

や

成

長

に

ほ

と

ん

ど

寄

与

し

^
;
、
。
植

民

也 

的
翰
出
経
済
の
成
立
し
た.ば

あ

い

に

は

、

寸
な
わ

ち

ヌ

：，
ル

タ

セ
の

.
Iハ
う「

エ
キ 

ゾ
チ
ッ
ク
諸
闺j

の
ば
あ
い
に
.は
、
.貿
易
は
成
長
の.動
力
：と
は.な
ら
な
か
_つ
.た

1

七
.：(I

H
C

七
>
_



の
で
あ
る
。
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拙
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西
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フ

リ
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マ
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丨
ケ
，ツ
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ン
グ
•
ボー

 

K
.下
.の
コ
n
:r
賀

.

付
機
檣
の
研
究」
慶
応
義
塾
経
済
学
会
年
報1
、
：：一
九
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頁
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ビ
ル
マ
の
米
生
産
の
拡
張.に
大
き
な
原
因
であ

っ
た
土
地
は
、
戦
前
に
す
で

■
一
 

八

(

ニ
六
八)

‘に
限
界
に
達
し
た::
:°
ク
リ
ス
'チ
ャ
シ
は
、
1.九
四
.ー

年|-
、

ビ

ル

マ

に

は

今

や
 

.

大
ぎ
な
米
の
誹
作
可
能
地
は
な
く
な
：っ
た
、
現
在
未
開
墾
地
と
し
て
相
当
の
而 

.'
積
を
も
っ
て
い
る
の
は
、
著
名
な.マ
Uフ
リ
ア
地
帯
で
：あ

る

上

ビ

ル

マ

の

フ

コ

- 

ン 
峡

谷 (
H
u
k
a
w
n
g

 

v
a
l
l
e
y
)

ぐ

ら

い

だ

と

し

て

い

^

こ

れ

以

上

の

耕 

地
の
拡
張
は
堰
堤
、
灌
槪、
'
 
排
永
エ
事
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
米
生
産 

の
：限
界
費
用
が
著
し
く
増
加
し
た
と
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
輸
出
経
済
成
立 

の
過
程
は
、
生
産
可
能§

上
を
自
由
に
動
く
の
と
は
異
な
ヶ
、
非
可
逆
的
変
化 

で

あ

る

。

そ

し

て

、
.
輸

出

用

財

に

対

す

る

国

内

の

需

要

の

所

得

弾

力

性

は

ゼ

ロ

か
、
.

(

，ア
フ
リ
ヵ
の
コ
コ
ア
の
よ
ぅ
な
ば
あ.い)

ゼ
ロ
に
近
い
と
思
わ
れ
る
の

.で
、

農

民

は

輸

出

用

財

を

生

産

す

る

か

、
土

地

を

遊

休

さ

.せ

る

か

の

選

択

に

直 

面
す
る
。
す
な
わ
ち
植
民
地
的
輸
出
経
済
構
造
は
、
植
民
地
の
地
位
か
ら
脱
す 

.

る
こ
と
に
よ
っ
て
払
拭
でぎ
る

要
素
も
お
る
が
、
政
治
的
変
化
だ
け
で
は
動
か 

す
こ
と
の
で
き
な
い
面
も
あ
る
。
独
立
を
獲
得
し
た
ビ
ル
マ
が
経
済
開
発
計
画 

を

立

案

し

、

こ

れ

を

実

行

に

移

し

た

ば

あ

：
い
、

そ

の

与

件

は

過

去

.の

歴

史

的

産 

物
で
あ
る
、
こ
の.よ
ぅ
な
輸
出
経
済
構
造
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

(

1)
C
h
r
i
s
t
i
a
n
V

 op. 

cit., 

p
，
1
1
4
.

邦
訳
一
五
五
頁o

(

一
九
六一

年
二
月
十
五
日)

十
九
世
紀
ィ

ギ

リ

ス

労

働

運

動

と

：
マ
.、
ル

ク

ズ

主

義

O '
一)

n

 
^
八

四

八

年

の

革

命

以

後

に

ぉ

け

る

マ

ル

ク

ス

ぉ

ょ

び

H

ン

ゲ

ル

ス

と

ィ

ギ

リ

ズ

労

慟

者

階

級-

^

一
、
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る

時
代
的
制
約

■一一、

一 

八
四
.八
年
の
革
命
に
臨
む
マ
ル
ク
ス
.
ェ
シ
ゲ
ル
ス
と
チ
ャ 

~

デ
：ィ
ス
ト
迤
動 

-

ノ
 

三
、
革
命
後
に
お
け
る
労
働
運
動
と
の
背
離

、

i
;

フ
リー

ド
リ
ッ
ヒ
•
ェ
ン
ゲ
ル
ス
は
、

一
八
九
一
年
四
月
に
書
い
た
マ
ル
ク 

ス

の「

賃
労
働
と
資
本」

の
ド
ィ
ッ
版
の
序
文
の
な
か
で
、

つ
ぎ
の
よ
ぅ
に
の 

ベ
て
い
る
。

「

四
〇
年
代
に
は
、
マ
ル
ク
ス
は
ま
だ
彼
の
経
済
学
批
判
を
完
成
し
て

い
な
‘
 

.
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
五
〇̂
-
末̂
ご
ろ
、
や
っ
と
完
成
し
た
の
で
あ
る0.そ 

れ
ゆ
え
、

0
 

^

分
冊
I

『

経

擊

批

判』
(

一
八
五
九
S

以
前
に
で
た
著 

作
は
、
個
々
の
点
で
は
、

一
八
五
九
年
以
後
に
書
か
れ
た
著
作
と
こ
と
な
っ

:

て
お
り
、
c>
>
か6

蒙

6

見
撕
加
レ
：£

4
汾

な

ぃ

定

、

.̂|
:

^ :
か

十
九
世
紀
イ
ギ
リ
ス
労
働
運
動
と
マ
ル
ク
ス
主
義

(

一
一)

飯 

田
.

.

.- 

•
•
•
•
•
• 

. 

. 

•

X.
'
ぃ

か

と

敦

れ
| :
裝

1 '
^

4
<'
名

い

か

。
し
か
し
、

一
般
読
者 

の
，た

め

に

書

か

れ

た

ふ

つ

う

の

版

で

は

、

著

者

Q

精

神

的

発

展

の

う

ち

に

ふ 

く

ま

れ

てt
る
こ
.の
以
#-
の

見

地

も

さ

し

つ

か

え

な

.い
と
い..う

こ
>:
-
、

著

者
 

も
.
1
'般
読
者
も
こ
.の
旧
著
を
そ
の
ま
ま
重
刷
す
べ.き
こ
_と
.を

要

求

す

る

あ

ら 

そ
う
余
地
の
な
い
権
利.^
も
.っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
自
明
の
こ
と
で
あ 

る
P
そ
し
て
、
そ
の
う
ち
の
一
語
で
も.か
え
よ
う
な
ど
と
は
、
^
の
夢
想
だ 

に
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る

」
(

傍
点
筆
者)

。

自
然
科
学
の
領
域
に
お
い
て
チ
ャ
ー
ル
ス
•
ダ
ー
ゥ
ィ
ン
が
樹
立
し
た
業
績 

に
匹
敵
す
る
偉
業
を
、

マ
ル
ク
ス
と
エ
シ
ゲ
ル
ス
と
い
う
ニ
人
の
天
才
ょ
、

t

 

会
科
学
の.

た
め
に
な
し
た
の
で.

あ
.
' 

っ̂

が
、
し
か
し
彼
ら
と
て
人
間
で
ち
る
艮 

り
、
絶
対
に
不
可
謬
で
あ
り
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

マ
ル
ク
ス

*.
、 

エ
ン
ゲ
ル
ス
の
片
言
隻
句
を
金
科

'3
:

条
と
し
て
考
え
る
こ
と
は
、
何
よ
り
も
こ 

の
ニ
ス
の
火
類
解
放
め
先
駆
者
が
忌
み
嫌
っ
た
こ
と
で
ぁ
ろ
ぅ
し
、
省
実
、
■皮

ら
の
理
論
に
：
■は
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
が
指
摘
し
て
い
る
よ
ぅ
に
部
麄
な
誤
謬
や
革

.
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